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H18年度尾鷲市漁業体験教室　
昨年に引き続き、今年度も三重県農林水産支援センター主催の尾鷲市漁業体験教室が、11月18日～21日にかけて行われました。
この取組は、平成11年から新規就業者確保を目的に行われており、漁業に興味を持つ方を広く募集し、尾鷲の定置網を体験していただき、尾鷲市で大きな問題となっている漁業者の高齢化、後継者不足に歯止めをかけ、将来の漁業を担う若手の就業促進を行っています。今回もその模様を報告いたします。
○１９日梶賀大敷
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出漁前
　さすがに尾鷲といえども、この季節となると朝は冷え込みます。さらに、この日は低気圧の通過直後で、雨、風、波が強く、非常に厳しいコンディションでした。
　漁師さん達は、漁を行う前に体が冷え切らないように、火をたいて体を暖めています。
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操業中
　うねりにより大きく揺れる漁船の甲板上をものともせず、漁師さん達は何本も張られているロープを巧みに引き寄せ、見事なチームワークで網を揚げていきます。
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姿を見せた金庫網
　網を絞っていくと、最後に金庫網と呼ばれる魚を水揚げするための網に行き着きます。
　ここまで網が上がれば、獲物はもう目の前です。
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それ！水揚げ開始
　金庫網をさらに絞り込むことで、魚が姿を現しました。漁師さん体験者が一緒になって、一気に魚をすくい上げます。
　この日は、海が荒れて潮も速いため、漁獲は少なめでした。
[image: image5.jpg]



港に到着
梶賀漁港に帰港後、すぐ漁獲物を市場にあげて手早く魚種毎に選別します。
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仕分け中
体験者も混じって漁獲物を選別します。
この日は、スルメイカ、ケンサキイカ、アオリイカ等、イカ類が多く獲れました。
漁師さんの手ほどきを受けながらイカをより分けていきます。
　
○２０日早田大敷　
[image: image7.jpg]


悪天候
　この日は、前日よりもさらにうねりが高くなり、出漁はしましたが、途中で引き返さざるをえませんでした。
　漁業は自然を相手にするので、無謀な事をすると、命に関わることになります。
　漁師さんが、氏神様の信仰に厚いのも頷けますね。
今回の体験教室は、この教室を始めて初めて悪天候による出漁中止という出来事がありました。
漁業は、いくら漁獲技術が向上しても、自然を相手にするからこそ、このような出来事が起こる訳で、改めて大変な職業であることを実感しました。
しかし、古老の漁師さんが、「こういうことがあるからこそ、魚が獲れたときの喜びは大きいんだよ」という言葉に、この仕事に誇りを持って取り組まれている姿を垣間見ることができました。
